
　
　
成
22
年
中
に
お
い
て
、
国
民
年

　
　
金
・
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
を

納
め
ら
れ
た
方
、
ま
た
臨
時
雇
用
や

退
職
な
ど
に
よ
る
任
意
継
続
社
会
保

険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
で
、
主
に
受

給
し
た
給
与
・
公
的
年
金
な
ど
か
ら

所
得
税
が
源
泉
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、

申
告
を
要
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
社

会
保
険
料
控
除
に
係
る
確
定
申

告

（
還
付
申
告
）
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

所
得
税
が
還
付
若
し
く
は
軽
減
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
住
民

税
に
つ
い
て
も
同
様
に
軽
減
さ
れ
ま

す
。

6

本　　
人
又
は
本
人
と
生
計
を
と
も
に

　
　
す
る
親
族
の
た
め
に
医
療
費
を

支
払
っ
た
場
合
に
、
一
定
の
金
額
を

医
療
費
控
除
と
し
て
所
得
金
額
か
ら

差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
控
除
額
の
算
定
方
法
は
、
平
成
22

年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
額
か
ら

保
険
金
な
ど
で
補
填
さ
れ
る
額
を
差

し
引
い
た
金
額
か
ら
、
10
万
円
又
は

総
所
得
金
額
な
ど
の
合
計
額
の
５
％

の
い
ず
れ
か
少
な
い
金
額
を
差
し
引

き
、
そ
の
残
額
が
医
療
費
控
除
の
額

と
な
り
ま
す
。
こ
の
控
除
額
は
、
あ

く
ま
で
も
所
得
金
額
か
ら
の
控
除
額

で
、
算
出
税
額
か
ら
直
接
に
差
し
引

く
税
額
控
除
と
は
異
な
り
ま
す
の
で

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　
平
成
22
年
中
に
お
い
て
、
給
与
・

公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
で
所
得
税

が
源
泉
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
個
人

事
業
者
で
平
成
22
年
分
の
確
定
申
告

時
に
申
告
所
得
税
が
生
じ
る
方
は
、

還
付
申
告
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
所

得
税
が
還
付
若
し
く
は
軽
減
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
住
民
税
に
つ
い
て
も
同

様
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
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準備はお早めに準備はお早めに

確確 定定 申申 告告

還付申告の受付開始1月3
1日

　平成22年分の所得税還付申告の受付が始まります。

町では、１月31日（月）から本庁窓口及び洞爺総合支所窓口で随時受

付を開始します。

　申告書は「確定申告の手引き」などを参考にご自分で作成し、お早

めに提出してください。

　また申告書は、国税庁ホームページの「確定申告書作成コーナー」

で簡単に作成することができ、作成した申告書は、送付または電子申

告（e-Tax）により提出できます。

　申告相談で税務署にお越しの際は、印鑑、前年の確定申告書の控え、

源泉徴収票の写し、諸控除の証明書など

の必要書類をご持参ください。

　なお、３月４日（金）に洞爺湖温泉支所

で相談会を予定しています。

　詳しくは、室蘭税務署（　0143-22-

4151）または役場税務財政課（　74-

3003）へ。

建物を取壊した方は
家屋の滅失届を
建物を取壊した方は
家屋の滅失届を

　固定資産税は、

１月１日現在の

所有者に課税さ

れます。

　未登記の家屋

を取壊した方で、

まだ家屋の滅失届をされていない

方は、１月31日（月）までに税務財

政課へ家屋滅失届を提出してくだ

さい。

　なお、登記されている家屋につい

ては、札幌法務局室蘭支局へ建物滅

失登記申請書を提出し、滅失の手続

きを行ってください。

　


